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オープンスクールのポイントと準備 その２ 
オープンスクールに行くときの注意点 

①ケガや病気で欠席する場合は必ず連絡をしましょう。 

事前予約制の場合は、欠席が決まった時点で必ず連絡をしましょう。学校側は、見学の際に

パンフレットや記念品を渡すために、申し込みがあった人の名簿を作っていることがありま

す。無断で欠席すると、「途中で事故に遭ったのでは？」と心配をかけることになります。 

②私語を控える 

休憩中は構いませんが、先生方が説明されているときは集中して聞きましょう。 

③展示品や掲示物にむやみに触れない 

工業系のような学校では、在校生の作品を見学することができます。ただし、「手にとって

ご覧ください」といった許可がない限り、触れてはいけません。破損・汚損すると大変なこ

とになります。 

④公共交通機関を利用する 

車での来校を禁止している学校が多いです。保護者の方と行く場合はおうちの車で行った方

が早いですが、通学経路を体験しておくことも大切です。実際に通うことになった時の経路

で、できるだけ公共交通機関を利用し、オープンスクール先に向かいましょう。 

 

当日の持ち物や服装について 

オープンスクール先の学校から指定されたものがあれば、優先して準備しましょう。その他

として、一般的なものを書いておきます。 

服装は、制服での参加がよいでしょう。だらしなくならないように着用し、派手な髪型やア

クセサリーは避けましょう。 

①かばん 

持参するものが入ることはもちろん、見学会では、資料等が配布されます。 

普段中学校で使っているものでかまいません。 

②メモ帳や筆記用具 

気になったことをメモするために必要です。話を聞くだけで終わり、家に帰ったらほとんど

覚えていない…ではせっかくの機会を台無しにしてしまいます。また、アンケートを書く機

会があることもあります。 
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③上履き 

教室や廊下は土足禁止の学校もあります。スリッパを借りることになった場合、あまり印象

はよくありませんね。「見学時に上履きは不要」と事前に分かっている場合を除いて、持っ

ていきましょう。 

ただし、持って帰った上履きを月曜日に学校に持ってくるのを忘れないように。 

④クリアファイル 

資料やプリントをそのままかばんに入れると紙が折れ曲ったり、しわくちゃになったりしま

す。 

⑤交通費やお金 

学校見学の際は、実際に通うことになった時の経路でオープンスクール先に向かいましょう。

その際、通学にどのくらい時間がかかるのかを確認すること。車での送迎はやめてください

ね。電車やバスなどの公共交通機関を利用するのが原則です。往復にかかる交通費も事前に

調べておきましょう。 

⑥飲み物 

⑦ハンカチ、ティッシュ 

 

当日の見学で確認すべきポイント 

１．雰囲気 

自分が学びやすい雰囲気が保たれているかどうか確認しよう。また、在校生の雰囲気、オー

プンスクールに来ている他の学校の中学生の雰囲気もチェック！ 

 

２．学習内容・部活動の内容 

 どのような学習をするのか、どんな部活動があるのか、確認し、分からないことは質問を

してみましょう。自分の考えと高校側のスタンスが合うかどうかも重要です。「行事を大切

にしたい」「進学実績を大切にしたい」「留学ができる」など。部活動であれば、「楽しく

活動できれば良い」「成果を出すことにこだわっている」など。方針が違っていると入学後

違和感を覚える原因になります。 

 

３．通学のしやすさ 

 通学時間や通学のしやすさは継続して毎日学校に通う上で重要なポイントです。通学時間

が長いと、その他のことに当てる時間が短くなり、疲れてしまいます。前号でも書きました

が、実際に通学する経路を使用して本当に３年間通学できるのか確認しましょう。 

 

４．学校の施設や設備 

 校舎や教室、図書館やグラウンド、トイレなどの施設・設備が整っているか確認しましょ

う。施設や設備が整っていれば、自然と学校生活の満足度も向上するでしょう。 

 


